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べて、生存期間が長く、有意差（p＜0.005）を認めた。薬剤投与後の腹水中5－FU濃度は、抗癌剤単独投与群に
比べ、分解酵素阻害剤を併用投与した群ではピーク値が7倍と有意に高く、また、長時間高い濃度が維持されて
いた。腹膜播種巣の免疫組織染色では、腹膜播種巣を取り囲む間質層にも5－FU分解酵素が強く発現していた。 
 これらの成績は、S－1に含まれる5－FU分解酵素阻害剤が腹膜播種巣のみならず周囲間質組織に存在する分解
酵素を抑制し、それによって高い腹水中5－FU濃度が得られ、これが腹膜播種に効果を示すことを示唆したもの
である。 
 本論文は、S－1が胃癌の腹膜播種に効果を示す機序を解明したものであり、臨床における胃癌の治療法の選
択および予後の改善に寄与するもである。よって、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判
定された。 
 
